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波立（はったち）

開催期間10月27日、28日開催期間10月27日、28日

「里山のようちえん」
日時：1月19(土）～20日（日）
場所：ホールアース自然学校
対象者：3～6歳の子どもと保護者
参加費：大人13,000円、
　　　 子ども9,000円

「里山のようちえん」
日時：1月19(土）～20日（日）
場所：ホールアース自然学校
対象者：3～6歳の子どもと保護者
参加費：大人13,000円、
　　　 子ども9,000円

食育プログラム「里山
のようちえん」１月は
ホールアースで作った
無農薬の大豆とお米を
使って味噌作りと餅つ
きをします。自然の恵
みが盛り沢山です。� 

食育プログラム「里山
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無農薬の大豆とお米を
使って味噌作りと餅つ
きをします。自然の恵
みが盛り沢山です。� 

ダッチオーブンや燻製
器を使った美味しいア
ウトドア料理をみんな
で作っていただきます。
道具の使い方や手入れ
のほうほうなども学べ
る楽しいカフェです。�

冬の自然観察会を行いながら花炭作り
の材料を集めた後に、森の工房でネイ
チャークラフト作りを行います。野外
料理体験希望者には作り方を指導しま
す。
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チャークラフト作りを行います。野外
料理体験希望者には作り方を指導しま
す。

「森のカフェ～ダッチオー
ブン＆燻製料理編1～」
日時：平成25年1月13日（日）

場所：ろうきん森の学校

対象者：どなたでも
（中学生以下は保護者同伴）

参加費：一人2,000円
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　5回シリーズで開催してきたわくわく探
検隊の最終回が10月20日に開催されまし
た。今回のテーマは「森の遊び場づくり」。
15年後の自分は何をしているのだろう？何
をしていたい？というテーマで、15年後に
わくわく探検隊のメンバーが森の学校で同
窓会をするとしたら、どんな格好でみんな
と再会するのか、なりたい自分の格好をし
て、お気に入りの森で記念写真を撮るとい
う内容でした。サッカー選手、サラリーマン、
教師など、みんななりたい自分に扮装して
大いに盛り上がりました。出来上がった写
真は1年間のフィールドノートに貼り、スタ
ッフからのメッセージを添えて後日子ども
たちに送り届けられました。

　家族連れなど延べ約400人が訪れました。
森の学校フェスティバルでは、ツリークラ
イミングや石釜でのパンづくり、クラフト
や地元産野菜市場、丸太切り大会など、たく
さんの遊びや体験メニューが用意され、思
い思いに興味のあるコーナーで体験を楽し
んでいました。また、森のふれあいコンサー
トでは、地元「楽遊会」や、プロのジャズ演奏
者による歌や演奏にみんなで聞き入りまし
た。この2つのイベントは、森の学校の運営
団体であるNPO法人ひろしま自然学校と広
島県労働者福祉協議会や中国労働金庫が協
力して実行委員会を立ちあげて実施してい
るもので、今年で5回目を迎えました。

「自然観察会、ネイチャークラフト・
花炭作り体験、野外料理体験」
　日時：10月21日　9：00～12：00　
　場所：湯ノ岳山荘
　対象者：誰でも
　参加費：500円
　

「自然観察会、ネイチャークラフト・
花炭作り体験、野外料理体験」
　日時：10月21日　9：00～12：00　
　場所：湯ノ岳山荘
　対象者：誰でも
　参加費：500円
　

小正月の行事。火にあたっ
たり、焼いた団子を食べれ
ば、1年間健康に。

戸渡川

やはり、富士山といえば、この姿！毎日見ていて
も全く飽きません。�

どんと焼き

１月から２月中ごろまで、積雪に覆
われ、林を探索すると森の生き物の
足跡などを発見することができま
す。また林床には積雪までの間、赤
い宝石を散りばめたような実が見
られます。

間伐

富士山冠雪

常緑小低木。7月頃白い花を下
向きにつける、実が赤くなる
まで目立たない。正月のしめ
飾りなどに使われ、茎や葉は
薬用にも利用される。俗称：
十両(じゅうりょう) 

つる性の常緑小低木。林縁や林
下に生える。秋に白い花を咲か
せ、初冬に赤く熟す。
果実は生食やジャムに。

大径木が多数現存する大国魂
波立は照葉樹の密生地です

ヤブコウジ(藪柑子)・
ヤブコウジ科

つる性の多年草。林縁や林床の草木に蔓を絡
ませて、初秋に淡薄紫色の花を咲かせる。
　果実は液果。

ツルリンドウ(蔓竜胆)・リンドウ科　

フユイチゴ(冬苺)・バラ科

森の学校フェスティバルと
森のふれあいコンサート
森の学校フェスティバルと
森のふれあいコンサート

秀麗な富士の姿は元気の源
自然と関わる大切さを学ぶ

富士山地区 福島地区

柚野エリア 湯ノ岳エリア

広島地区

活動
予定

活動
予定

活動
予定

真っ白な雪と赤い実のコントラスト
積雪に残る足跡を探す林の探索

今回は冬の樹木観察の

スポットを2カ所紹介します。
■波立（はったち）
海岸の樹叢（いわき市久之浜海岸、県
指定天然記念物）
波立薬師堂境内及び丘陵の樹叢は福
島県の太平洋沿岸で最も自然な状態
で保護されているところ。暖地性の
常緑樹を多く見ることができます。
■大国魂（おおくにたま）
神社樹叢（いわき市たいら菅波、市指
定天然記念物）
いわき市の海岸に近い丘陵地帯の潜
在植生の面影を多く残す林。四季折
々観察できるが冬季の観察が良い。
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田貫湖秋祭り田貫湖秋祭り 「FUJIMOCK FES」
富士山の森から暮らしをつくる

「FUJIMOCK FES」
富士山の森から暮らしをつくる　今年で第7回を迎えることになった

「ろうきん森の学校田貫湖秋まつり」。今年
も富士山がドカンと見える秋晴れの中、盛り
上がることができました。この祭りの魅力の
一つは、多種多様な団体が一緒に取り組んで
いること。地元郵便局、財産区、有機農家、環境
省ビジターセンター、小学校、大学環境サーク
ル、木工職人、きこり、静岡労金、富士山！カラ
ダの学校等々。今年のテーマは、「木と竹」。木
や竹を使った体験教室やクラフトを楽しみま
した。中でも、今回の目玉は、「竹ボックリレー
ス」。手作りの竹ボックリで、年齢別に真剣勝
負を行いました。竹ボックリで障害物を乗り
越え、パンをくわえてゴールを目指しました。
出店が充実しているのも、この祭りの魅力。富
士宮やきそばや、マスの塩焼き、マスバーガー、
地元の食材など、富士山ならではの「食」が、今
年も楽しめました。興味を持ってくれた人は、
来年に参加してみてはいかがですか！

　この取り組みは、自分で木を切り、加工し、
普段暮らしで使うモノを自分の手でつくる、
というもの。富士山のヒノキ人工林で間伐体
験（1日）と木材の加工ワークショップ（1日）
の日帰り2日間セットの体験プログラムです。

「都市と農村」「森と暮らし」をつなげるこの
FESに、定員を超える120名もの参加者が集
まりました。まずは富士山セクション。ひとつ
のパートは、TENKOMORI（天竜のこれから
の森を考える会）のプロのきこりによる、「間
伐ワークショップ」。もうひとつのパートは、
ホールアース自然学校により、日本の森を知
る、「森のワークショップ」。森で起こっている
現状や可能性など、みんなで感じ考える機会
をもてました。次は、鎌倉セクション。1月から
実施です。この取り組みが、どういったカタチ
で展開していくのか、ワクワクします！今後
お楽しみに！

自然観察会2自然観察会2

狩猟
11月から2月までは狩猟シーズン。野生
鳥獣との関わりから、農村の暮らしが
見えてきます。

　　　　
　9/16自然観察会と農作業
体験を行いました。観察会の
方は研修会に来られていた埼玉
大学の荒木先生にも参加していただき、現在
取組み中の湯ノ岳フィールドの案内冊子作成
のためのアドバイス等をいただきながら進め
ました。農作業体験の方は藤原畑において、サ
ツマイモとブルーベリーの収獲作業を行いま
した。野外料理での食材は畑からの収穫物と
キノコ畑のものを中心に行いました。

　

　
　10/21湯ノ岳山荘中心のコースと丸山公園
西側渓谷沿いのコースの2班に分かれて、キノ
コの観察を中心とした自然観察会を行いまし
た。当日観察できたキノコは食用ではウラベ
ニホテイシメジ、アミタケ、ヌメリイグチ、ハツ
タケ、ムラサキアブラシメジモドキ、アハハツ
の6種類。その他のキノコは18種類でした。今
年は例年より秋が10日から2週間遅かったこ
ともあって夏のキノコも見られました。
採取した食用キノコは放射能検査にまわしま
して、今日の料理はすべて栽培のものとして、
キノコごはん、キノコ汁、キノコの天ぷらなど
キノコづくしの昼食になりました。�

大国魂（おおくにたま）
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